
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第６学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の学級平均正答率は 78.8％（基礎 87.5％，活用 59.4％）と目標値，全国平均正

答率より全体的に高水準を維持している。 

・「物語の内容を読み取る」の項目のみ全国平均正答率を下回っている。このことから物語の読解に

ついて習熟が不十分であることが分かった。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】 

・特別な支援を必要とする児童において，個別指導なしに自力で長い文章を書くことは，かなり難しい

点が課題である。 

【課題改善に向けた方策】 

・各単元の学習内容に合わせて，文章を書く活動を取り入れる。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・国語科はもちろんであるが，教科に限らず，感想文，報告文，説明文の要旨をまとめる活動，お礼の手紙
等，文章を書く機会を多く設けている。記述が滞る場面ではタブレットによる活動と置き換えることで円
滑に行うことも期待できる。 

・従前より各単元の学習内容に合わせて，個別指導のうえ文章を書く活動を取り入れてきた結果，学級

全体として長い文章でも記述できる力が身に付いてきている。 

 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①読書の時間を充実させると共に，要約や感想文を

記述させるなど，文章読解の機会をより多く設定

する。 

＜検証方法＞ 

❶単元テストにおける「物語の内容を読み取る」項

目において正答率が８０％以上であるか確認す

る。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・テストの達成率は概ね達成できている。タブレッ

トを多用し文章を記述する機会を増やすことがで

きた。指導を通して書く力をある程度育むことが

できたように思う。またタブレット記述後,紙に転

記する活動も行うなどもした。今後も継続した指

導が必要である。 

＜課題＞ 

・紙への記述時間は相対的に減少している。字形の

乱れなどには課題が残る。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・「書く」単元の際には，目的を明確にもって書くこ

とを指導する。また，文章中のよい表現は学級で共

有し,優れた表現について意識を高め合う。 

 

・文字を書く際に，字形の乱れに留意すること,学習

した漢字については意識的,積極的に書くことを

指導する。読書活動を通じ語彙を増やす。 

 

６．令和７年度（次学年）末に期待する児童の姿 

・令和 6 年度よりも,字形を意識し,漢字を積極的に用いることができる。 

・文章をどんな方法でも様々な表現方法で自分の考えを表すことができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第６学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の学級平均正答率は 67.9％（基礎 77.5％，活用 43.8％）と目標値（64.5％），全

国平均正答率（62.8）を上回っている。 

・「日本の国土と人々のくらし」「日本の水産業」「日本の食料生産」「自動車をつくる工業」について，

全国平均値を若干下回っている。地理的特性上からか，国土全体を見通す内容に課題がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】 

・ICTを活用したことで，児童の興味関心や意欲を高めることはできたが，実体験には勝らない点が課

題である。 

【課題改善に向けた方策】 

・教科書で学習する内容の確実な定着とともに，ICTを活用してより深い学びを実現する。  

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・タブレット機器を活用し，「社会のキーワード」としてスライドアプリケーションに重要語句につい

ての説明を書き溜めていく。単元の最後にはまとめの活動を同アプリケーションにおいて行う。 

・折に触れ，事象の詳細の学習にとどまらないよう，日本地図，世界地図，年表における時系列など，

全体を俯瞰した際の位置付けを振り返る。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①日本地図，世界地図，年表等，大きな枠組みを意

識させる。 

②各単元における重要語句を使って，単元のまとめ

を作成させる。 

＜検証方法＞ 

❶単元テスト，学力テストの結果 

 

❷スライドの内容を単元ごとに確認し，評価する。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・単元テストでは年間を通じて正答率 80％以上であ

った。スライドにまとめる形式を年間を通じて行

った。記述内容の向上がみとれたことは成果であ

る。 

＜課題＞ 

・知識として身に付けられたことは多くあるものの,

現実との結びつきの実感について課題が残る。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・スライドを指導に使う場合であれば,参照資料を充

実させたい。 

・視聴覚や実物資料を充実させるなどして,自己の生

活や現実の世界との結びつきを喚起させたい。 

 

６．令和７年度（次学年）末に期待する児童の姿 

 自分の身の回りの生活が社会科で学習した内容を通し,日本の過去や,世界と現実と結びついていること

を実感できる。 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第６学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の学級平均正答率は 53.0％（基礎 60.0％，活用 31.3％）と目標値（62.0％），全

国平均正答率（61.7）と下回っている。 

・「面積」「割合」「円グラフや帯グラフ・平均」では全国平均との顕著な差が見られ，課題である。 

・「立体と体積」では全国平均を上回っており，「面積」については改善の余地がある。 

・計算領域等，基礎的単元より，応用的単元の課題がより大きい傾向にある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】 

・反復練習による基礎基本の徹底を目指した結果，児童の学習意欲が減退した点が課題である。  

【課題改善に向けた方策】 

・教科書やドリルの練習問題を，すべて正解になるまで復習させる。  

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

①問題を読み取り，数直線や図で表現し，場面に応じて立式する活動を行う。 

②「割合」については日常を通じて必要である場面を想起させると共に，他の教科の授業（社会，理科

等）においても必要な場面の提示を行い，定着を目指す。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①問題文を図や数直線で表現し，立式する流れを定

着させる。 

②「割合」について問題集・小テストを行う。 

 

＜検証方法＞ 

❶ノートの内容確認，単元テストの正答率や学力テ

ストの結果 

❷単元テストの正答率や学力テストの結果 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・単元テストでは年間を通じて正答率 80％以上であ

った。 

＜課題＞ 

・テスト時には結果が出ていても,復習時には定着に

至っていない既習事項がある。 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・自力解決と発表の時間を十分に確保する。 

 

・既習事項について,広範な内容にわたり,日常的に

取り組ませる。 

 

６．令和７年度（次学年）末に期待する児童の姿 

既習内容から,数の感覚,量感,単位等,算数的にひと連なりのものとしてとらえることができる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第６学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の結果は，校内平均正答率が 50.0%で，全国平均の 60.3%をかなり下回る状況である。

内容別では「魚のたんじょう」（校内 33.3% 全国 54.6%）,「流れる水のはたらき」（校内 41.7% 全国

60.1%）「物のとけ方」（校内 25.0% 全国 55.0%）,観点別では知識・技能（校内 55.8% 全国 68.3%）に課

題が見られた。顕著な個人差があり下位層を中心に基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさせる

ことが，今後の課題である。  
２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・観察や実験を何度も行い，その方法を確実に身に付けさせる。 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさせ，形成的な評価を行うために，毎時間や各単元の最

後に振り返りを行い，復習を徹底させる。 

・生活経験や既習内容を生かし自分の考えを言葉や図，資料等を使って表現させることによって，論理

的に思考することを習慣化させ，表現力を高める。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさ

せるために，各単元の最後に振り返りや復習を

徹底させる。 

②生活経験や既習内容を生かし自分の考えを表現

させることによって，論理的に思考することを

習慣化させる。  

＜検証方法＞ 

❶単元テストにより，知識・技能分野の評価がＢ

基準（正答率 70％）以上になったか。 

 

❷単元テストにより，思考・判断・表現分野の評価

がＢ基準（正答率 70％）以上になったか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①基礎的基本的な知識や技能を十分に身に付けるこ

とができた。 

②自分の考えを表現できるようになり，思考・判断・

表現の力が高まった。 

＜課題＞ 

・テストでは，設問の意味を正確に捉えるのが難し

いこともあった。丁寧に取り組むよう声掛けをし

ていく。 

・自分の考えを表現することがやや苦手な児童もい

るので，個別の支援も必要である。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・基礎的基本的な学習内容の一層の定着を図る。 

・既習事項や適切な用語等を用いて，自分の考えを

表現し合うことを通して，お互いの考えも深めて

いけるように学習展開を工夫していく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 身の回りの自然科学的な事象を主体的に解決し，考えを表現し深め合うことができる。 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第６学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

 楽器を演奏する能力が高く，音楽会では手ごたえを感じたようであった。 

前年度の課題であった，基礎的な技能は身に付いているが，自分の感覚に頼って演奏しているところ

が見受けられたということに関しては改善され，仲間とただ合わせるだけではなく，「ここは何かおか

しい」と自分と他者の演奏を客観的に捉え，改善していく力が身に付き始めている。しかし，曲想に合

った表現を試みるが自分自身のイメージしている音と少し違うため，知覚・感受したこと技能が関連

付けされていないこともあるのが課題である。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・感覚だけではなく，知識をつかって演奏すること 

感覚ではなく，他者に合わせそうとする意識をもち，様々なことを試しながら表現活動に取り組ん 

でいる。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・自分たちが演奏した音楽を録画や録音をし，客観的に見たり聴いたりする回数を増やした結果，自分

たちの変容を感じ取ることができるようで，試行錯誤しながら作品づくりや演奏活動に取り組んで

いる。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①学期ごとに行う授業アンケート 

②授業内の実技や作品発表 

 

＜検証方法＞ 

❶学期ごとに行う授業アンケートの内容の分析 

❷実技や作品発表の分析（他者の意見や映像分析） 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

 歌唱・器楽・鑑賞において,この場面はどのような

曲想なのかを教材ごとに確認することで,適切な記

述や表現を見ることができた。 

＜課題＞ 

 歌唱・器楽に関しては真面目に取り組み,できてい

るのに不安になり自信がなく,結果につながらない

という流れになってしまう。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

 自己肯定感を高める言葉かけが必要である。 

（これだけ練習しているから大丈夫など） 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 器楽や歌唱,創作など自分の取り組みや作品に自信をもって取り組む生徒 

 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第６学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・例や資料を見ながら，絵や立体に表す活動に集中して取り組むことができるが，自ら主題を生み出し

たり，自分らしい表現を見付けたりすることに難しさを感じる児童が半数以上である。 

・イメージしたことに対して，表現がうまくいかない場面で主体的に試行錯誤を繰り返せる児童は少

なく，知識や技能が不足しているなどサポートが必要な場面で困り感を伝えられずに時間を浪費し

てしまう児童もいる。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】授業への興味・関心は高いが，学習内容の確実な定着については改善が図られるとよいと考え

らえる。 

【改善策】鑑賞活動においては，感じ取ったことや思ったこと，考えたことなどを，話したり聞いたり

話し合ったりする，言葉で整理するなど，言語活動の充実を一層図る指導を行う。 

・表現活動における造形遊びの過程や振り返りにおいて，児童自らがタブレット端末やデジタルカメ

ラを活用することで，図画工作科の学習におけるメタ認知能力を高める。 

【評価】それぞれが自分の活動に集中して取り組める一方で，協働的な学びの中でアイデアをブラッ

シュアップするような場面が少なかったのではないかと感じられる。どうすればよいのか，と立ち止

まったときの試行錯誤や対話的な学びから深められる活動を増やして課題解決力を養っていく必要が

ある。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・授業ごとの振り返りワークシートに対するフィードバックを充実させる。 

・題材ごとのまとめの活動や自己評価，分析を丁寧に行い，汎用的な課題解決力を向上させて次につな

がる取り組みにするための声かけを増やしている。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間２回授業評価アンケートを実施する。 

 

②授業ごとの振り返りや題材ごとのまとめの活動

を充実させる。 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートの実施内容分析 

 

❷振り返りワークシートのフィードバックを行

い，自己評価を継続して比較する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・振り返りワークシートへの入力と自己評価に丁

寧に取り組み，次の授業につなげてより良い作

品づくりに生かそうという姿勢が見られた。 

＜課題＞ 

・制作が始まってからは順調であるが，自分が作

りたいものを考える工程でなかなかアイデアが

出せず苦戦している児童がいることが課題。  

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・課題解決のための思考が主体的にできるよう，

状況に応じたファシリテーションを継続して行

う。 

・見通しをもって活動に取り組めるような導入を

行う。 

 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自分らしく豊かに発想し，実現のための構想を練ることができる生徒 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第６学年 家庭科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・基礎的な知識を踏まえて自身の生活をよりよく改善しようとする工夫をする児童が少ない。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・該当項目なし 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ICT機器の活用や,実習・実験など体験的な活動を多く取り入れられるように工夫し,実生活と結び付

けて考えられるような話題を取り上げ，内容の理解を深められるような授業を展開する。 

・実習や製作の記録課題,ICT 機器を活用した毎授業の振り返りシートに教師がコメントを返してフィ

ードバックをしている。 

 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①実生活と結び付けて考えられるような身近な話題

や生活課題について考える機会を増やす。 

 

②既習事項を活用しながら,自身の生活をよりよく

改善しようと具体的に表現できるように個に応じ

た適切な支援を行う。 

＜検証方法＞ 

❶年間３回の授業評価アンケート,実習や製作の記

録課題，振り返りシート 

 

❷実習や製作の記録課題,製作物,ワークシート,

題材毎の単元テスト 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①調理実習などの体験的な活動を通して，学習をま

とめ，自身の生活と結び付けて考えられるように

なってきた。（振り返りシートの記述より） 

②振り返りの内容や単元テストの記述問題における

内容に変化が見られ，具体的に書こうとする意識

が高まった。（振り返りシートの記述・単元テスト

より） 

＜課題＞ 

・自身の生活をよりよく改善しようとしたり，製作

物に関心をもって工夫したりする児童が少ない。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

 

 

・実践的で体験的な授業の時間を確保し，実生活に

結び付けて考えられるような授業を展開する。ま

た，振り返りについても既習事項を活用し，自身の

生活に感心をもってよりよく改善しようとする意

識を高めていく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自身の生活に興味関心をもって，既習事項を活用しながらよりよく改善しようとする生徒 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第６学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・新体力テストでは，昨年度の記録と比較しながら記録向上に向けて積極的に学習に取り組むことが

できた。新体力テストの練習・測定で終わらず，各項目が競技にどう活きてくるかを体感できるよう

になるのが望ましい。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】 

時間ごとに重点的に指導する内容を絞り，一つ一つの動きや技能を確実に定着させる。 

【改善策】 

楽しく体を動かすことができるように，ルールを工夫して運動量を増やすとともに，重点的に指導

する内容を絞ることで，一つ一つの動きや技能を確実に定着させる。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ICT機器を活用し，運動のポイントや自己の技能を視覚的に確認できるようにしている。 

・個々の体力や技能に応じた課題・ルールを設定し，運動の特性に応じた楽しさを味わいながら，活動

することができるようにしている。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間２回授業評価アンケートを実施する。 

 

②授業ごとの振り返りや題材ごとのまとめの活動を

充実させる。 

 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートの実施内容分析 

 

❷振り返りワークシートのフィードバックを行い，

自己評価を継続して比較する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・授業評価アンケートの結果と児童の実態が大きく

乖離することなく，授業に取り組むことができた。 

・手本や動画と自己の技能の比較をし，課題克服に

向けた練習に積極的に取り組むことができた。 

 

＜課題＞ 

・まとめの活動をより充実させるために,教材の工夫

をする必要がある。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・自己の技能習得の達成度にかかわらずアドバイス

し合えるように，どこにポイントをおいて観察す

ればよいかを一緒に考えたり提示したりする。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

心と体を一体として捉え，豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を伸ばせる生徒 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第６学年 外国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・短文のリスニング，スピーキングはよくできる。 

・英語の語彙がまだまだ少なく，対応する日本語をなかなかすぐに想起できない。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度未実施のため該当なし。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ＡＬＴとのコミュニケーションを多く設定し，なるべく児童自ら英語を発語する機会を増やす。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①教科書に準じた進行とともに，ＡＬＴとの会話の

機会を増やす。 

②ＡＬＴとのコミュニケーションの中でより多くの

単語に触れる。 

 

＜検証方法＞ 

❶単元テストや授業の様子から見取る。 

 

❷ワークシートから見取る。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・アクティビティ,ゲームなどを通して，外国語に対

し臆することなく意欲的に取組む児童の姿が多く

見られた。 

 

＜課題＞ 

・ＡＬＴとのコミュニケーションに関しては，まだ

課題がある。 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・どの単元でも，自分からＡＬＴに積極的に話しか

けようとする雰囲気づくり。 

 

・楽しめるアクティビティやゲームをさらに充実さ

せる。 

６．令和７年度（次学年）末に期待する児童の姿 

ＡＬＴと積極的にコミュニケーションを取ろうとすることができる。 

 

 


